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第１号 

令和７年４月 15 日 

子ども支援班 

 

★専門職の紹介☆ 

   保土ケ谷支援学校では、言語聴覚士（ST）と心理職が配置されています。 
 

〇言語聴覚士：話すことや聞くこと、書くこと、食事のことなどの気になる行動について、 

具体的な支援を一緒に考えています。 

〇心理職：発達段階に応じた対応や支援の在り方について一緒に考えています。児童・ 

生徒から直接の相談なども受けています。なお、今年度の心理職の川上は、  

研修のために 1年間、現場を離れますが、相談等は、受け付けております。 

 ＊どちらもご家庭でのことについてのご相談もお受けしていますので、お気軽に 

お声掛けください。 

 

保土ケ谷支援学校 連携支援グループ 

支援と進路のてとてだより 

     

地域との交流の様子や地域のイベント、福祉事業所の見学会、特別支援教育・福祉に関するお役

に立つ情報などをご紹介しています。昨年度は「子どもの『思い』を育てる支援についての話」、本校

で開催された地域交流イベント、進路に関する情報について、掲載しました。今年度も様々な情報を

お伝えしていきます。 

どうぞよろしくお願いいたします！ 

 

 ★保土ケ谷支援学校の進路指導について☆ 

進路指導では、一人ひとりが持っている力を発揮し、将来的にその人らしく社会自立と社会参加をしてい

くこと、豊かな生活をおくることを目指しています。小・中学部の段階では、進路選択の幅を広げられる

よう、基本的な生活習慣を身に付けることや集団の中で活動できる、コミュニケーション力といった基礎

を作ることが大切です。さらに高等部では、本人の適性やニーズに応じて、卒業後の具体的な進路先(就

労の場・活動の場・生活の場)を選択できるように支援していきます。いずれにしても、ご家庭の協力と

連携が必要となります。 

１年間よろしくお願いいたします 

★進路に関する資料の案内☆ 

進路に関する資料についてご案内し「ます。よかったらご活用ください！！ 

☆「さぎょうしょインデックス」   発行:横浜市障害者地域作業所連絡会 

 ・横浜市障害者地域作業所連絡会に加盟する、障害福祉サービス事業所を紹介する冊子です。 

・９月の終わり頃学校に案内が届きます。学校が取りまとめて注文します。1冊 350円(昨年度) 

☆「福祉作業所データベース」 

  ・横浜市内の学校が参加している連絡会で取りまとめた、各区の福祉事業所の情報です。 

・毎年高等部 1年生に印刷し配付しています。(6月中の配付を予定) 


